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当 JA は11の地区本部制をとっており、県下 TAC の配置人数は24名
です。融資の相談対応や信用共済の提案まで、TAC は JA の総合窓口
であるという意識を持ち、幅広く活動しています。

今回対象となる担い手は、青ネギ、リーフレタスを中心に、実例の少
ない露地での EZ 水耕栽培にて、営農を行っている H 農園です。ふる
さと定住財団「若年者長期就労体験事業」を活用し、令和３年より経営
を開始した担い手です。EZ 露地水耕栽培とは、水田にプールを設置し、
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“あなたは一人じゃない”
チームで支えた担い手支援
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島根県・JAしまね くにびき地区本部 営農経済部 営農企画課 係長
※ 本稿は2024年11月に行われた TAC・出向く活動パワーアップ大会での発表より構成しています

 JA しまねの TAC 活動

 対象となる担い手の状況
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パネルを浮かべ栽培する水耕技術となります。従来の水耕栽培に比べ安
価なことや、連作が可能で収穫量が多いことなどが特徴としてあげられ
ます。

当初は年間３～４作を目標に経営を計画していましたが、就農してか
らの２年間は豪雨災害の影響もあり、農業収入が伸びず計画を大きく見
直すことが急務となっていました。また、TAC 自身も訪問を重ね、関
係を構築していくなかで、経験や技術不足からくる経営の不安定さを目
の当たりにし、若い農業者の将来に不安を感じていました。

訪問を重ねるうちに、このままではこの経営体はもたないと判断し、
H 氏に気持ちをストレートにぶつけ、本音で現状や将来について対話し
ました。当初 H 氏は、自身の現状把握が曖昧で危機感が欠如している
ように感じましたが、対話を深めるうちに、「どうしたらいいかわから
ない」と本音の言葉を聞き、自身の現状を理解、把握してもらうこと、
また、状況を整理ししっかり腹に落としてもらうことを目的にヒアリン
グを実施しました。

ヒアリングの結果、就農して２年間、農業収入が農業経営計画を大き
く下回っている点や、本人が問題点を自覚できていないこと、就農にあ
たり国の補助事業を活用しているが、このままでは交付金返還の可能性
があることなどの課題が確認できました。

担い手の状況
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TAC が感じていた “ この状況はまずい ” ということを共有にとどま
らず共感できたこと、補助事業の中間評価について H 氏に見える化で
きたことが大きな成果でした。改めて H 氏から TAC に対して「助けて
ほしい、支援してほしい」と相談され、点や線でなく、面での支援が必
要であると感じ、関係機関へ協力を呼びかけました。チームには H 氏
本人のほか、JA、島根県、松江市、H 氏の師匠にも協力してもらい、「チ
ーム H 農園」を結成しました。

チーム結成は、補助事業の中間評価に向けた目標販売金額250万円の
達成はもとより、持続的な農業生産をめざすものとしました。また、情
報の共有や協議の場としての検討会を継続開催することとし、令和５年
１月に第１回チーム会議を実施し、大きな課題を２点に整理しました。

１点目の大きな課題は、栽培面での課題です。栽培面についてはチー
ム結成前から県と栽培技術確立のために調査を行っており、pH や EC
のほか、溶存酸素量などを調べ、気温等の推移が水温や地温に与える影
響などを調査しました。また、固形肥料の溶出調査では、定植後１週間
でかなりの量が溶け出してしまい、定植40日を過ぎたころには肥料がほ
とんど残っていないことなどが確認できました。調査結果を参考に、栽
培面での改善点を明確にし、次のとおり整理しました。

課題改善のため、状況把握を目的に、水温などの測定結果が定期的に

栽培面での改善点

課題解決に向けたTACの提案

＜栽培面での改善点＞
【【状状況況把把握握】】

水温・気温・地温それぞれ温度計と水位計を設置し、測定結果が定期
的にH氏のスマホへ送信されるよう温度管理システムを設置

【【安安定定ししたた肥肥効効確確保保】】

固形肥料から液体肥料へ変更。併せて、栽培プール内の溶存酸素とｐ
Ｈ・ＥＣの均一化のため１プール１本の潅水チューブを配置

【【溶溶存存酸酸素素量量のの確確保保】

１プール１０本の酸素チューブを設置するなど、酸素供給を行うため
のエアレーション装置を設置

【【育育苗苗のの効効率率化化】】

従来の株取り収穫ではなく、株刈り収穫を実施。株刈りで株を残すこ
とによって苗として活用しもう一度収穫を行う。

 課題解決に向けた TAC の提案
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H 氏のスマホに送信されるよう温度管理システムを設置することや、溶
存酸素量の確保を目的に、酸素供給を行うエアレーション装置を設置す
ることなど、課題解決に有効と考えられる対策を実施しました。それぞ
れ対策を実施した結果、栽培面での課題は改善され、収量も向上し、安
定的に生産物が出荷できるようになりました。

２点目の大きな課題は販売面についてです。過去２年、出荷量が少な
く、販売先まで分析ができていなかった状況を鑑み、TAC から学校給
食への出荷を提案しました。学校給食は出荷情勢もあり、安定した出荷
先となりうることや、チームに学校給食事業を管理する松江市が参加し
ていたこと、JA で集出荷の調整をしていることなど、出荷までの交通
整理もスムーズに行えることもあり、出荷先の柱にすることとしました。

また、それ以外の改善点も整理し、販売面の課題解決に向けた対策を
順次実行していきました。課題を解決すると、新たな課題が発生するな
ど課題が途切れることはありませんでしたが、都度チームで協議して改
善策を検討し、令和５年の目標販売金額250万円を達成することができ
ました。結果的に学校給食への出荷割合は販売内訳の40％を超え、ねら
い通り経営の柱となりました。

目標販売金額250万円が達成でき、補助事業中間評価に向けた成果を
出すことができました。また、安定的に生産物を栽培できる環境が整い、
持続的な農業生産をめざす土台ができました。販売額は、前年より６倍
以上となりました。

また、JA にとっても学校給食や産直への出荷を斡旋したことで、販
売品取扱高が伸長し、販売手数料が増加ました。

今回の取組みは TAC 単独の支援でなく、関係機関と一緒にチームを
結成したことで支援の輪となり、若い農業者の付託に応えられた優良事
例であり、JA として未来への投資につながった大きな成果となります。
将来の地域農業を担っていく若い農業者の力になれた、救えたことは、
JA の使命を果たしたことにほかなりません。

 取組みの成果
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今回目標を達成できたことは、夢と希望を持って農業をはじめる若い
農業者への支援方法として、１つの道しるべのような取組みになったと
感じています。何かを変えよう、変わろうとするには、まず変わりたい
と強く思うこと、現状をしっかり把握することが特に大切であると強く
感じました。

「農業に笑顔と感動を」

担い手にとっての成果

JAとっての成果

 最後に




